
 

  

「 育て、大樹のように！ 」 
 

 
石川県立盲学校長  瀨川 真司 

 

新年度がスタートして２ヶ月近くが経ち、さわやかな風とともに、木々の緑も若葉から新緑へと

色を変えています。新入児童生徒は、新しい環境にも少しずつ慣れ、在校児童生徒とともに、とて

も明るく、元気に学校生活を送っています。 

この４月に、校長として赴任いたしました瀨川と申します。本校の勤務は初めてとなり、戸惑い

ながらのスタートではありますが、頼もしい教職員とともに、児童生徒一人一人の確かな学力の向

上と生きる力の育成を目指して取り組んでまいりたいと考えております。 

さて、校庭の桜の木は、青空に向かって枝を大きく広げ、緑の葉をつけてどっしりと立っていま

す。大きな木は、大地にしっかりと根を張り、枝葉を大きく広げて伸びていきます。がっしりと根

を張った木はとても丈夫です。これを児童生徒で考えてみると、根っこに当たるものは、豊かな心

と健康な体ではないかと思います。この根っこに当たるものを、しっかりとしたものに育てていく

ことが、教育の目指すところではないでしょうか。丈夫な根っこがあれば、太い幹となり、枝がぐ

んぐんと伸びていき、青々とした葉を茂らせることができます。児童生徒もこんな大きな木になれ

るように、教職員一同、一丸となって取り組んでいきたいと考えております。 

また、保護者の皆様をはじめ、地域の皆様と連携を密にして、児童生徒をサポートしていくこと

が何よりも大切であると考えますので、保護者の皆様、地域の皆様におかれましては、今後とも一

層のご支援とご協力を賜りますようお願い申し上げます。 

 

４月８日(木)本校体育館において、入学式を行い、小学部１名、中学部４名、高等部普通科２名の

新入生が新たな門出を迎えました。 
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 思いきり身体を動かしました  ５月２２日  

県内での新型コロナウイルス感染拡大に伴い、来賓・保護者に見守られての運動会は開催できません

でしたが、児童生徒全員で運動会競技の一部を行いました。 

体育館の窓を大きく開け、風が通り抜ける中で、思い切り走ったり、仲間と競い合ったりする姿はと

ても生き生きとしていました。団体競技では、どの児童生徒も「勝ちたい！」という思いが強く、作戦会

議がなかなか終わらない様子も見られました。声を出す応援はできませんでしたが、拍手や鳴り物で応

援したり、小学部のダンスを全員で踊ったりし、全校が一体感を感じることができる一日となりまし

た。 

安心メール協賛のお願い   学校安心メールは学校・PTAの皆様に一切費用の負担なく 

ご利用いただけますが、運営費用の捻出を計るため、協賛事業所の募集が欠かせません。 

協賛事業所募集への可能な限りのご協力をお願いいたします。 

【学校安心メール協賛携帯サイト】http://www.tmix.co.jp/kyousan 

 

  ミニ遠足（小）・レクリエーション（小中普理）    

４月３０日(金)に予定していた全校児童生徒の遠足は、前日の雨の影響で中止となりましたが、 

小学部は学校近くの河畔公園までミニ遠足を実施しました。たくさん歩いて疲れたけれど、とても 

いい顔をしていました。また、昼休みには全校児童生徒で運動会の団体競技の練習をしました。 


